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は
じ
め
に

院
政
期
に
は
熊
野
信
仰
が
流
行
し
、
上
皇
を
始
め
と
し
た
貴
顕
に
よ
る
熊
野
詣
が
盛
ん

に
な
っ
た
。
後
鳥
羽
院
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
幾
度
も
参
詣
を
し
て
い
る
。
院
の
御
幸

の
途
次
に
は
し
ば
し
ば
歌
会
が
催
さ
れ
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
懐
紙
を
「
熊
野
懐
紙
」
と

言
い
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
と
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
も
の
が
現
存
す
る
。
ま

た
こ
れ
と
作
者
を
同
じ
く
し
、
時
期
や
書
式
等
の
体
裁
が
類
似
す
る
も
の
の
、
熊
野
御
幸

の
際
の
も
の
で
は
な
い
懐
紙
を
指
し
て
「
熊
野
類
懐
紙
」
と
呼
ん
で
お
り
、
諸
所
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
古
筆
や
書
道
史
、
和
歌
文
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
高
い
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
に
つ
い
て
は
、
古
谷
稔
「
熊
野
懐
紙
の
研
究

（
上
）」（『M

useum

』
一
八
二
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
っ
て
、
模
写
・
模
刻
な
ど
の
写
し

を
含
め
た
全
体
的
な
整
理
が
早
く
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
和
歌
文
学
研
究
の
側
か
ら
は
、
田

村
柳
壹
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
前
史
│
「
熊
野
類
懐
紙
」
の
総
合
的
検
討
と
和
歌
史
上
に
お
け

る
意
義
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』、
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初

出
一
九
九
一
年
）
が
熊
野
類
懐
紙
に
絞
っ
て
集
成
・
検
討
し
、
和
歌
史
上
に
位
置
付
け

た
。
こ
の
他
、
個
々
の
懐
紙
（
写
し
を
含
む
）
に
関
す
る
紹
介
や
考
察
が
行
わ
れ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
原
本
だ
け
で
な
く
そ
の
写
し
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。
今
後
新

た
に
原
本
が
出
現
す
る
可
能
性
は
高
く
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
写
し
の
探
索
に
も
注
力
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
期
の
模
写
・
模
刻
で
あ
る
國
學
院
大
學
図
書

館
所
蔵
「
久
我
家
文
書
」
所
収
「
古
筆
寫
（
尊
圓
親
王
詩
歌
寫
）」
と
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
所
蔵
「
聆
涛
閣
集
古
帖
」
の
中
か
ら
、
熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
に
関
わ
る
史
料
を

紹
介
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

　
　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
久
我
家
文
書
」
所
収
「
古
筆
寫
（
尊
圓
親
王
詩
歌
寫
）」

「
久
我
家
文
書
」
は
村
上
源
氏
の
流
れ
に
な
る
久
我
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
り
、

現
在
は
國
學
院
大
學
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
久
我
家
領
関
係
の
文
書
の
ほ

か
、
宸
翰
を
始
め
貴
族
や
武
家
の
書
状
な
ど
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
一
部
は
、『
久
我
家
文
書
摘
英
』
第
一
輯
（
国
史
学
会
、
一
九
三
五
年
）

に
影
印
が
、『
國
學
院
雑
誌
』（
五
十
八-

一
│
六
十
九-

二
、
一
九
五
七
│
一
九
六
八

年
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
、
國
學
院
大
學
久
我
家
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
久
我
家
文
書
』

一
│
四
・
別
巻
（
同
大
学
、
一
九
八
二
│
一
九
八
七
年
）
に
よ
っ
て
全
貌
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
ま
た
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
國
學
院
大
學
図
書
館
調
査
室
編

『
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
久
我
家
文
書
目
録
』（
同
館
、
一
九
八
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

「
古
筆
寫
（
尊
圓
親
王
詩
歌
寫
）」（
図
書
館
請
求
記
号
：
九
四
五
）
は
、
重
要
文
化
財

指
定
外
文
書
の
う
ち
の
「
侯
爵
久
我
家
文
書
目
録
」
所
収
文
書
で
あ
る
。『
國
學
院
雑
誌
』

六
十
九-

二
で
は
、
翻
刻
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
簡
略
な
書
誌
を
記
す
。
巻
子
装

一
軸
。
縦29.3㎝

×
横2144.3㎝

。
た
だ
し
縦
は
一
部
に
や
や
差
が
見
ら
れ
、
横
も
一

紙
長
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
一
紙
に
つ
き
一
点
が
写
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
や
や
新
し
め
の
表
紙
に
外
題
「
古
筆
写
〈
君
臣
／
僧
俗
〉」
と
あ
り
、
本
紙
も
異
な

る
紙
質
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
元
は
別
々
に
書
写
・
作
成
し
た
も
の
を
、
後
に
集
成
し

て
一
巻
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
し
の
右
上
に
は
、「
一　

青
蓮
院
殿

尊
円
法
親
王
」
の
よ
う
な
内
容
注
記
が
朱
で
付
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
注
さ
れ
た
の
か

は
不
明
で
あ
り
、
内
容
も
正
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
所
収
さ
れ
る
模
写
は
、
懐
紙
の

ほ
か
古
詩
歌
の
写
し
や
書
状
な
ど
が
あ
る
。
熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
に
限
っ
て
も
、
本

稿
で
紹
介
す
る
も
の
以
外
の
写
し
（
た
だ
し
原
本
が
既
知
）
も
あ
る
。
な
お
本
所
に
影
写

本
［3071.68-6

］
が
所
蔵
さ
れ
、
内
容
は
そ
ち
ら
で
も
確
認
で
き
る
。

史
料
紹
介
と
研
究

太
田
　
克
也

「
熊
野
懐
紙
」「
熊
野
類
懐
紙
」
の
模
写
・
模
刻

―
國
學
院
大
學

図
書
館
所
蔵
「
久
我
家
文
書
」お
よ
び
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
所
蔵

「
聆
涛
閣
集
古
帖
」
所
収
史
料
に
つ
い
て
―
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源
家
長　

熊
野
懐
紙
写
【
図
版
１
】

　

詠
二
首
和
歌

　

散
位
源
家
長

　

行
路
氷

　

い
つ
み
か
は
こ
ま
う
ち
わ
た
す

　

あ
さ
こ
ほ
り
ほ
と
な
く
あ
と
そ

　

む
す
ほ
ゝ
れ
ゆ
く

　
　

暮
炭
竃

　

す
み
か
ま
の
け
ふ
り
の
す
ゑ
も
か

　

き
く
も
り
お
ほ
ろ
に
な
り
ぬ
み

　

か
月
の
か
け

縦29.3㎝

×
横38.7㎝

。
こ
の
二
首
は
歌
題
の
一
致
か
ら
、
正
治
二
年
十
二
月
に
開

か
れ
た
会
で
の
詠
作
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
懐
紙
は
他
に
、
後
鳥
羽
院
、
藤
原
家

隆
、
藤
原
雅
経
及
び
寂
蓮
の
も
の
が
遺
っ
て
い
る
。
こ
の
会
に
お
け
る
家
長
の
懐
紙
の
存

在
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
写
し
で
は
あ
る
も
の
の
新
出
史
料
と
な
る
。
ま
た
歌

自
体
の
他
出
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
家
長
の
詠
歌
と
し
て
も
新
た
に
追
加
さ
れ
る
。

作
者
の
家
長
は
醍
醐
源
氏
時
長
男
、
従
四
位
上
但
馬
守
を
極
官
と
す
る
。
後
鳥
羽
院
の

近
臣
と
し
て
活
動
す
る
が
、
承
久
の
乱
に
よ
り
官
を
辞
し
、
後
に
西
園
寺
家
に
仕
え
た
。

歌
人
と
し
て
の
活
動
は
、
承
久
の
乱
以
前
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
、
乱
後
は
後
鳥
羽
院
の
旧

臣
や
九
条
家
関
係
者
と
の
間
で
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
彼
の
名
が
和
歌
史
上
に
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、『
新
古
今
集
』
編
纂
に
当
た
っ
て
和
歌
所
開
闔
と
な
り
、
編
纂
作
業
に
深
く
関

与
し
た
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
著
作
に
『
新
古
今
集
』
の
編
纂
過
程
や
後
鳥
羽
院
歌
壇
の

様
子
を
仮
名
で
綴
っ
た
『
家
長
日
記
』
が
あ
る（

１
）。

で
は
、
本
懐
紙
写
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
模
写
の
精
度
と
歌
の
内
容
と
い
う
二
つ
の
観

点
か
ら
、
以
下
に
検
討
し
た
い
。

ま
ず
模
写
の
精
度
、
す
な
わ
ち
筆
跡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
家
長
の
手
に
な
る
懐
紙
や

古
筆
切
は
比
較
的
多
く
遺
っ
て
い
る
が
、
本
懐
紙
写
の
歌
会
と
開
催
年
時
の
近
い
「
遠
山

図版１　國學院大學図書館所蔵「久我家文書」所収「古筆寫（尊圓親王詩歌寫）」（九四五）のうち「八　藤
（ママ）

原家長」
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落
葉
・
海
辺
眺
望
」（
正
治
二
年
十
二
月
三
日
切
目
王
子
和
歌
会
）
と
「
山
川
水
鳥
・
旅

宿
埋
火
」（
同
月
六
日
滝
尻
王
子
和
歌
会
）
が
遺
さ
れ
て
い
る（

２
）の
で
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
と

比
較
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
端
作
と
位
署
か
ら
見
て
い
く
と
、「
詠
」「
散
」
の
最
終

画
を
長
く
払
う
点
や
、「
歌
」
の
第
六
画
を
や
や
長
く
書
く
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
本
懐

紙
写
で
も
同
様
の
筆
の
運
び
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
文
字
に
つ
い
て
も
、
本
懐
紙
写

と
自
筆
懐
紙
と
を
見
比
べ
る
と
、
相
通
じ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
和
歌
本
文
に
目

を
転
ず
る
と
、
例
え
ば
「
け
ふ
り
」
は
い
ず
れ
の
懐
紙
に
も
見
え
、
同
様
の
筆
遣
い
に
な

っ
て
い
る
。
他
に
も
「
か
は
」
や
「
わ
た
」
な
ど
、
数
文
字
単
位
で
見
て
み
て
も
、
筆
勢

に
は
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
模
写
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、

家
長
の
筆
跡
と
見
る
こ
と
に
問
題
の
あ
る
箇
所
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
い
で
歌
の
内
容
、
す
な
わ
ち
表
現
面
に
つ
い
て
検
討
す
る（

３
）。「
行
路
氷
」
の
歌
は
、

会
に
同
席
し
て
い
た
雅
経
詠
と
の
関
係
が
窺
え
る
表
現
が
あ
る
。
雅
経
は
こ
の
題
で
「
ふ

ゆ
ざ
れ
や
し
げ
き
の
ざ
は
の
あ
さ
ご
ほ
り
こ
ま
う
ち
わ
た
す
お
と
の
さ
む
け
さ
」
と
詠
ん

で
お
り
、
家
長
詠
と
は
二
句
が
一
致
し
て
い
る
。
歌
会
に
同
席
し
た
歌
人
が
共
通
す
る
表

現
を
用
い
る
こ
と
は
、『
堀
河
百
首
』
な
ど
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
く
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
の
一
致
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

も
う
少
し
表
現
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
泉
川
」
は
山
城
国
の
歌
枕
で
、
現
在
の
木
津

川
を
い
う
。『
古
今
集
』
の
有
名
な
歌
に
「
都
い
で
て
今
日
み
か
の
原
い
づ
み
河
か
は
風

さ
む
し
衣
か
せ
山
」（
羇
旅
・
四
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
旅
の
歌
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
行
路
」（
旅
の
途
次
を
い
う
）
の
題
意
を
満
た
せ
る
と
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
川
の
朝
氷
が
張
る
こ
と
は
、
西
行
の
「
氷
、
川
の
水
を
む
す
ぶ
と
い
ふ
こ

と
を
／
川
わ
た
に
お
の
お
の
つ
く
る
ふ
し
し
ば
を
ひ
と
つ
に
く
さ
る
あ
さ
ご
ほ
り
か
な（

４
）」

（『
聞
書
集
』・
一
二
七
）
が
先
行
例
と
し
て
あ
る
。

「
暮
炭
竃
」
の
歌
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
う
ち
な
が
め
ふ
け
ゆ
く
空
や
か
す
む
ら
ん
お

ぼ
ろ
に
な
り
ぬ
春
の
よ
の
月
」（『
正
治
後
度
百
首
』・
春
・
九
〇
二
・
越
前
）
と
い
う
歌

が
あ
り
、
同
百
首
は
家
長
も
出
詠
し
て
い
る
の
で
、
影
響
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

家
長
詠
自
体
は
、
炭
竃
の
煙
を
雲
に
見
立
て
て
月
が
霞
む
様
を
歌
っ
た
も
の
で
、
歌
の
内

容
と
似
た
歌
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
に
「
月
前
炭
竃
／
か
ぎ
り
あ
ら
ん
雲
こ
そ
あ
ら
め
す
み

が
ま
の
け
ぶ
り
に
月
の
す
す
け
ぬ
る
か
な
」（『
山
家
集
』・
冬
・
五
四
七
）
が
あ
る
。
炭

竃
の
煙
を
雲
に
見
立
て
る
こ
と
と
、
雲
が
月
の
光
を
遮
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
体
で
は

よ
く
あ
る
趣
向
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
が
工
夫
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
簡
単
な
検
討
な
が
ら
、
本
懐
紙
写
の
信
憑
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
ら
か
な

不
審
点
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
懐
紙
写
は
家
長
の
熊
野
懐
紙
を
模
写
し
た
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

後
鳥
羽
院　

熊
野
類
懐
紙
写
【
図
版
２
】

　
　

詠
三
月
和
歌

　

お
も
ふ
よ
り
春
の
な
こ
り

　

の
を
し
き
哉
や
よ
ひ
の

　

そ
ら
も
夕
や
み
の
こ
ろ

縦29.3㎝

×
横49.7㎝

。
こ
れ
は
前
掲
田
村
論
文
が
「
詠
月
次
和
歌
」
と
仮
称
し
た

一
連
の
懐
紙
の
一
つ
で
、
正
月
か
ら
十
二
月
の
各
月
を
題
と
し
て
、
複
数
の
作
者
に
分
け

て
詠
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
詠
作
年
時
は
正
治
二
年
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
歌
は
従
来
、
江
戸
時
代
の
鹿
苑
寺
の
住
持
で
あ
る
鳳
林
承
章
の
『
隔
蓂
記
』
に

よ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
歌
と
し
て
本
文
の
み
知
ら
れ
て
い
た
（
た
だ
し
異
同
が
あ
る
）。

す
な
わ
ち
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
二
月
三
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（

５
）。

　

三
日
、
午
時
、
一（
昭
良
）条
殿
下
前
関
白
入
道
公
恵
観
尊
公
被
レ
召
レ
寄
、
御
茶
給
也
、
龍

宝
山
之
玉（

宗
璠
）舟
翁
・
什（
宗
什
）首
座
・
嘉
首
座
也
、
於
二
御
構
之
御
座
敷
一
、
而
御
振
舞
也
、

御
掛
物
後
鳥
羽
院
宸
翰
御
詠
也
、
詠
三
月
和
歌
、
如
此
、
御
端
書
也
、
御
歌
ニ
、
思

フ
ナ
リ
春
ノ
名
残
リ
ノ
ヲ
シ
キ
哉
、
ヤ
ヨ
ヒ
ノ
空
ノ
夕
暮
ノ
比
、
此
御
歌
也
、

従
っ
て
、
本
懐
紙
写
は
全
く
の
新
出
で
は
な
い
が
、
懐
紙
の
形
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

と
、
本
文
に
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

で
は
、
本
懐
紙
写
の
模
写
の
精
度
と
本
文
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
し
た
い
。

ま
ず
模
写
の
精
度
に
つ
い
て
、
筆
跡
を
中
心
に
検
討
す
る
。「
詠
月
次
和
歌
」
に
は
、
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も
う
一
つ
後
鳥
羽
院
筆
の
「
詠
六
月
和
歌（

６
）

」
が
あ
り
、
そ
れ
と
比
較
す
る
の
が
適
当
で

あ
ろ
う
。
端
作
で
は
、「
詠
」
の
二
画
目
で
一
旦
筆
を
浮
か
し
て
い
る
点
や
文
字
全
体
の

く
ず
し
方
、「
歌
」
の
運
筆
な
ど
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
和
歌
本
文
で

は
、「
こ
ろ
」
は
字
母
を
同
じ
く
し
て
い
て
く
ず
し
も
似
通
っ
て
い
る
。
一
方
、
端
作
の

「
月
」
や
和
歌
本
文
の
「
夕
」
な
ど
、
や
や
印
象
の
異
な
る
漢
字
も
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の

他
の
熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
と
も
比
べ
て
み
る
と
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
と
も
言
い
難
い
。
全
体
と
し
て
筆
跡
は
近
似
す
る
が
、
模
写

態
度
は
厳
密
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
書
様
は
ど
ち
ら
も
一
首
を
三
行
で
書
く
点
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
一
行
の
字

数
は
、「
詠
六
月
和
歌
」
は
初
め
二
行
が
十
二
字
、
三
行
目
が
五
字
で
あ
る
の
に
対
し
、

本
懐
紙
写
で
は
各
行
九
な
い
し
十
字
で
揃
っ
て
い
て
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
自
体
は
さ
ほ
ど

不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
も
の
の
、
一
連
の
も
の
で
あ
る
の
に
字
配
り
が
異
な
っ
て
い
る

点
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

次
い
で
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
初
句
は
「
思
ふ
な
り
」（『
隔
蓂
記
』）

に
対
し
て
「
思
ふ
よ
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
場
合
、
初
句
に
置
く
よ
う
な
例
は
見

当
た
ら
ず
、
解
釈
す
る
に
し
て
も
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
あ
る
程
度

の
用
例
が
見
出
さ
れ
、
意
味
を
取
る
に
際
し
て
も
、「
つ
ね
よ
り
も
く
れ
ゆ
く
春
の
を
し

き
か
な
花
ち
る
さ
と
に
た
び
ね
す
る
よ
は
」（『
為
忠
家
初
度
百
首
』・
春
・
旅
宿
三
月
尽
・

一
六
一
・
藤
原
為
経
）
の
よ
う
な
、
普
段
よ
り
も
強
い
惜
春
の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
と

見
れ
ば
、
本
懐
紙
写
の
本
文
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。

次
に
下
句
は
「
や
よ
ひ
の
空
の
夕
暮
の
こ
ろ
」（『
隔
蓂
記
』）
に
対
し
て
「
や
よ
ひ
の

空
も
夕
闇
の
こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
一
首
の
表
現
と
し
て

は
自
然
で
、「
な
に
と
な
く
う
ら
み
な
れ
た
る
夕
か
な
三
月
の
空
の
花
の
散
る
比
」（『
拾

遺
愚
草
』・
花
月
百
首
・
六
三
九
）
の
よ
う
な
近
い
時
期
の
作
例
も
あ
る
。
後
者
で
あ
る

と
し
た
場
合
、「
春
の
夜
、
梅
花
を
よ
め
る
／
春
の
夜
の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
花
色
こ
そ

見
え
ね
か
や
は
か
く
る
る
」（『
古
今
集
』・
春
・
四
一
・
凡
河
内
躬
恒
）
と
い
う
有
名
な

歌
も
あ
る
が
、
惜
春
の
思
い
を
歌
う
の
は
一
般
的
で
は
な
い
。
と
は
い
え
こ
ち
ら
が
表
現

と
し
て
お
か
し
い
と
も
言
い
切
れ
ず
、『
隔
蓂
記
』
が
記
録
す
る
際
に
よ
く
あ
る
表
現
に

図版２　國學院大學図書館所蔵「久我家文書」所収「古筆寫（尊圓親王詩歌寫）」（九四五）のうち「三　後鳥羽院」
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引
か
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
た
簡
単
な
検
討
で
は
あ
る
が
、
本
懐
紙
写
の
問
題
点
を
考
察
し
た
。
精

密
な
模
写
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
偽
作
と
ま
で
言
え
る
程

で
も
な
い
の
で
、
本
文
の
異
同
も
含
め
て
、
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
。

　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
聆
涛
閣
集
古
帖
」

「
聆
涛
閣
集
古
帖
」
は
、
江
戸
時
代
の
豪
商
吉
田
家
が
編
纂
し
た
模
写
・
模
刻
の
図
譜

で
あ
る
。
同
家
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
に
諸
所
か
ら
収
集
し
た
も
の
を
加
え
、
約
二
千
四

百
点
を
三
十
二
の
項
目
に
よ
っ
て
分
類
し
、
全
四
十
六
帖
に
収
め
て
い
る
。
こ
の
史
料
に

つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
企
画
展
示
「
い
に
し
え
が
、
好
き
っ
！
│
近
世
好

古
図
録
の
文
化
誌
│
」（
二
〇
二
三
年
）
の
展
示
解
説
図
録
に
詳
し
い
。

藤
原
信
綱　

熊
野
類
懐
紙
写
【
図
版
３
】

　

詠
海
辺
霧
和
哥

　
　

皇
大
后
宮
少
進
藤
原
信
綱

　

な
か
む
れ
は
の
し
ま
か
さ

　

き
は
き
り
こ
め
て
も
し
を

　

の
け
ふ
り
み
え
ぬ
こ
ろ
か
な

縦32.0㎝

×
横28.0㎝

。
春
名
好
重
編
『
古
筆
大
辞
典
』（
淡
交
社
、
一
九
七
九
年
）

は
原
本
を
見
て
い
る
よ
う
で
、
縦29.7㎝

×
横46.5㎝

と
あ
り
、
料
紙
の
奥
の
余
白
が

懐
紙
の
五
分
の
二
あ
る
と
い
う
の
で
、
歌
の
部
分
の
み
を
模
刻
し
た
ら
し
い
。「
書
三
」

帖
に
収
め
る
。
印
記
「
聆
涛
閣
／
鑑
蔵
記
」「
吉
敬
」（
第
十
七
代
当
主
吉
田
道
可
の
印
）

も
模
刻
さ
れ
て
お
り
、
原
本
は
あ
る
時
期
ま
で
吉
田
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
前
掲
企
画
展
示
に
出
さ
れ
て
お
り
、
図
録
に
解
説
（
藤
原
重
雄
執
筆
）
が
あ
る
。

そ
の
解
説
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
版
本
『
聆
涛
閣
帖（

７
）』
に
も
陽
刻
で
複
製
さ
れ
て
い
て
、

「
藤
原
信
綱
〈
後
鳥
羽
院
北
面
／
新
古
今
作
者
〉」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。「
集
古
帖
」
と

『
聆
涛
閣
帖
』
の
も
の
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
集
古
帖
」
の
方
は
端
作
の
「
海
」
の
最
終

画
の
末
尾
が
欠
け
て
い
る
。
版
に
す
る
と
き
に
彫
り
忘
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
前
掲
「
古
筆
寫
」
に
も
写
し
【
図
版
４
】
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
『
聆
涛
閣
帖
』
か

ら
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
古
筆
寫
」
の
方
は
「
海
」
の
字
が
欠

け
て
お
ら
ず
、
蔵
書
印
も
写
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
原
本
に
拠
っ
た
可
能
性
も

あ
り
得
る
が
、「
古
筆
寫
」
の
朱
筆
の
内
容
注
記
に
「
鳥

（
マ
マ
）羽
院
北
面
信
綱
」
と
あ
り
、『
聆

涛
閣
帖
』
の
注
記
に
近
い
も
の
が
あ
っ
て
、
信
綱
の
閲
歴
は
そ
こ
ま
で
著
名
で
は
な
い
か

ら
、『
聆
涛
閣
帖
』
の
注
記
を
受
け
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

本
懐
紙
写
は
正
治
二
年
秋
に
開
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
会
の
も
の
で
、
他
に
家
長
と

藤
原
範
光
の
懐
紙
が
現
存
す
る
。
信
綱
懐
紙
の
原
本
は
個
人
蔵
で
あ
る
が
、
本
文
は
早
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
は
、『
群
書
一
覧
』「
法
帖
類
」
に
「
藤
原
信
綱
懐
紙
」
と

し
て
和
歌
本
文
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
た
だ
し
漢
字
と
仮
名
の
宛
て
方
の
違
い
は
あ
る
）、

『
古
筆
大
辞
典
』
で
は
和
歌
本
文
に
加
え
て
端
作
と
位
署
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

図版３　国立歴史民俗博物館所蔵「聆涛閣集古帖」書三帖所収
　「藤原信綱懐紙」（同館khirinより）



画像史料解析センター通信

7

そ
の
一
方
で
、
図
版
は
こ
れ
ま
で
公
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
年
に
は
京
都

国
立
博
物
館
「
鎌
倉
時
代
の
美
術　

絵
画
と
書
蹟
」
展
に
出
陳
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
図
録

に
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
原
本
を
見
て
い
る
と
思
し
き
『
古
筆
大
辞
典
』
で
も
図

版
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
信
綱
の
他
の
懐
紙
に
言
及
す
る
平
林
盛
得
「
館
蔵
及
び
御
物
の

熊
野
類
懐
紙
に
つ
い
て
」（『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い

て
も
、
本
懐
紙
に
つ
い
て
は
「
図
版
な
し
」
と
し
て
い
る（

８
）。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
懐
紙
の

詳
細
は
『
古
筆
大
辞
典
』
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
本
懐
紙
写
（
と
『
聆
涛
閣
帖
』
所
収
写
）
は
原
本
の
形
態
・
伝
来
や
流
通
を
窺
え

る
と
い
う
点
で
、
資
料
的
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

作
者
の
信
綱
は
、
出
自
や
経
歴
に
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
範
綱
男
と
さ
れ

る
。
従
五
位
下
、
皇
太
后
宮
少
進
の
官
歴
が
確
認
で
き
、『
明
月
記
』
に
は
後
鳥
羽
院
の

北
面
と
し
て
見
え
る
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
初
期
の
催
し
に
そ
の
名
が
見
え
、
熊
野
類
懐
紙

が
複
数
遺
さ
れ
て
い
る
。
建
仁
元
年
二
月
に
行
わ
れ
た
「
和
歌
試
」
と
呼
ば
れ
る
十
首
和

歌
会
に
出
詠
す
る
も
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
は
評
価
さ
れ
ず
、
そ
の
後
は
歌
壇
史
上
に
現

れ
な
く
な
っ
た（

９
）。

で
は
、
本
懐
紙
写
の
模
刻
と
し
て
の
精
度
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
『
古
筆
大
辞
典
』
の

筆
跡
に
関
す
る
記
述
と
照
合
す
る
。
端
作
・
位
署
・
和
歌
本
文
に
異
同
は
な
く
、
書
様

に
お
い
て
一
首
を
三
行
に
収
め
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
「「
詠
」
の
第
十
二
画
、

「
藤
」
の
第
十
三
画
、「
原
」
の
第
二
画
は
特
別
長
く
書
い
て
い
る
」「
第
五
句
の
「
か

な
」
を
小
さ
く
書
い
て
い
る
こ
と
は
信
綱
の
「
花
有
悦
色
」
の
懐
紙
の
第
五
句
の
「
か

な
」
を
小
さ
く
書
い
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
本
懐
紙

写
に
も
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
記
述
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
信
綱

の
他
の
熊
野
類
懐
紙（

（1
（

の
筆
跡
と
比
較
し
て
み
る
と
、
位
署
で
は
『
古
筆
大
辞
典
』
が
指

摘
す
る
「
藤
」
の
第
十
三
画
と
「
原
」
の
第
二
画
以
外
に
も
、「
綱
」
の
最
終
画
に
か
け

て
線
が
伸
び
て
い
る
点
に
共
通
性
が
あ
る
。
和
歌
本
文
の
仮
名
で
は
、
特
に
「
の
（
能
）」

「
み
」
な
ど
が
似
て
お
り
、
他
の
仮
名
に
も
極
端
な
差
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
本

懐
紙
写
は
原
本
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

最
後
に
表
現
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。「
野
島
が
崎
」
は
淡
路
国
（
近
江
国
と

図版４　國學院大學図書館所蔵「久我家文書」所収「古筆寫（尊圓親王詩歌寫）」（九四五）のうち「六　鳥
（ママ）

羽院北面信綱」
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版
、
一
九
六
八
年
）
が
基
本
的
な
事
項
を
拾
っ
て
お
り
、
稿
者
も
「
家
長
日
記
の
成
立
と
家
長

本
新
古
今
和
歌
集
」（『
三
田
國
文
』
六
十
三
、
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
『
家
長
日
記
』
の
成

立
と
関
わ
ら
せ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
２
）
追
試
検
証
の
便
宜
を
考
え
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
送
信
サ
ー
ビ
ス

で
見
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
お
く
（
以
下
同
じ
）。
ど
ち
ら
も
『
墨
美
』
一
六
九
（
墨
美
社
、
一

九
六
七
年
）
に
あ
り
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2362489/1/16

）。

（
３
）
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
４
）『
西
行
法
師
歌
集
』
で
は
第
四
句
「
ひ
と
つ
に
と
づ
る
」。

（
５
）
引
用
は
赤
松
俊
秀
編
『
隔
蓂
記
』
三
（
鹿
苑
寺
、
一
九
六
〇
年
）
に
拠
る
。

（
６
）『
陽
明
文
庫
図
録
』
第
一
輯
（
陽
明
文
庫
、
一
九
四
〇
年
）
に
あ
り
（https://dl.ndl.go.jp/

pid/1117556/1/5

）。

（
７
）
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
がW

eb

上
（https://w

ebarchives.tnm
.jp/dlib/detail/4479

）

で
簡
便
に
見
ら
れ
る
。

（
８
）
な
お
、
前
掲
田
村
論
文
の
本
文
集
成
で
は
翻
刻
の
体
裁
が
本
懐
紙
写
と
一
致
す
る
が
、「
ご
編

著
に
紹
介
さ
れ
た
懐
紙
の
原
状
（
字
配
り
・
用
字
な
ど
）
に
つ
い
て
春
名
好
重
氏
よ
り
ご
教
示

を
賜
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
図
版
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
９
）
信
綱
の
伝
記
は
、
前
掲
田
村
論
文
及
び
平
林
論
文
に
簡
略
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
「
和
歌
試
」

の
性
格
に
つ
い
て
は
、
有
吉
保
「
建
仁
期
の
新
資
料
」（『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究　

続
篇
』、
笠
間

書
院
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
や
久
保
田
淳
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
形
成
（
二
）」（『
藤

原
定
家
と
そ
の
時
代
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）「
花
有
悦
色
」（
尾
上
柴
舟
編
『
日
本
名
筆
全
集
』
十
四
、
雄
山
閣
、
一
九
三
二
年
。https://

dl.ndl.go.jp/pid/1194111/1/21

）。「
暁
紅
葉
」（
下
中
彌
三
郎
編
『
書
道
全
集
』
十
八
、
平
凡
社
、

一
九
五
六
年
。https://dl.ndl.go.jp/pid/2475494/1/38

）、「
正
月
」（
前
掲
平
林
論
文
）
な
ど
。

（
11
）
第
二
句
「
け
ぶ
り
も
霧
も
」
と
す
る
が
、
他
出
の
本
文
に
従
っ
て
改
め
た
。

（
12
）「
日
々
是
探
索
～
古
筆
切
・
写
本
・
た
ま
に
版
本
～
」
と
い
う
題
で
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
二
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
七
年
）
以
降
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（
附
記
）
ご
所
蔵
者
か
ら
は
原
本
閲
覧
の
便
宜
を
お
取
り
は
か
り
頂
き
、
翻
刻
・
掲
載
の
ご
許
可
を

賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

（
本
所
学
術
専
門
職
員
）

す
る
作
例
も
あ
る
）
の
歌
枕
で
、
早
く
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
が
、
院
政
期
に
入
っ
て

詠
ま
れ
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
季
と
し
て
は
秋
が
多
く
、「
霧
隔
行
船
と
い
ふ
こ
こ
ろ

を
よ
め
る
／
音
す
な
り
野
じ
ま
が
さ
き
の
霧
の
ま
に
た
が
こ
ぐ
舟
の
と
も
ろ
な
る
ら
ん
」

（『
長
明
集
』・
三
二
）
は
秋
の
景
物
で
あ
る
霧
が
立
ち
込
め
る
様
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た

海
人
の
焼
く
藻
塩
の
煙
は
春
の
霞
と
見
紛
う
こ
と
が
多
い
が
、「
も
し
ほ
や
く
け
ぶ
り
も

霧
に
う
づ
も
れ
ぬ
す
ま
の
関
屋
の
秋
の
ゆ
ふ
暮（

（1
（

」（『
拾
玉
集
』・
御
裳
濯
百
首
・
秋
・
五

四
三
）
の
よ
う
に
秋
の
霧
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
例
か
ら
着
想
を
得
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
慈
円
の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、
海
士
が
藻
塩
を
焼
く
と
い
え
ば
「
須

磨
」
を
詠
む
の
が
常
套
的
で
あ
り
、
そ
れ
を
院
政
期
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
出
し
た
万
葉
的

な
「
野
島
が
崎
」
に
求
め
た
点
が
工
夫
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
懐
紙
写
の
模
刻
の
精
度
を
中
心
に
検
討
し
た
。
筆
跡
か
ら
す
る
と
、
概
ね
原

本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
、
原
本
の
図
版
が
公
と
な
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
そ

れ
に
准
ず
る
価
値
を
有
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
の
模
写
・
模
刻
を
紹
介
し
、
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
新
出
史
料
だ
け
で
な
く
、
従
来
懐
紙
の
形
態
で
残
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
研
究
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
や
や
問
題

を
含
む
史
料
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
詳
細
な
検
討
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。

熊
野
懐
紙
・
熊
野
類
懐
紙
に
限
ら
ず
、
特
に
和
歌
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
模
写
・
模

刻
の
重
要
性
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
近
年
も
久
保
木
秀
夫
氏
の
一
連
の
研
究（

（1
（

が
あ
り
、

新
た
な
知
見
が
提
供
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
近
世
・
近
代
の
模
写
や
模
刻
、
あ
る
い
は

好
古
図
譜
は
多
く
の
種
類
・
数
が
あ
り
、
収
め
る
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
と
て
も

個
人
で
扱
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
聆
涛
閣
集
古
帖
」
が
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
た
よ

う
に
、
学
会
、
延
い
て
は
学
界
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。

註（
１
）
家
長
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
石
田
吉
貞
・
佐
津
川
修
二
『
源
家
長
日
記
全
註
解
』（
有
精
堂
出

図
版
３
出
典　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

khirin 　

﹃
聆
涛
閣
集
古
帖
﹄
書
三

    https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/reitoukakushukocho/h-1660-10
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